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奥村よしまさ
今年度は「政調会長」として
県民・市民のために全力で
取り組んでまいります。
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活動日記毎日更新中!

　大津市のいじめの問題が大きく報道されています。
　将来のある男子生徒が自らの命を絶ってしまいました。
このような事態となる前に周囲の大人たちが何とかでき

なかったのかと思うと、やりきれない気持ちです。
　今回の事件の責任を追及することも当然必要ですが、同じ過ちを
二度と繰り返してはなりません。
　次の滋賀県議会では、「いじめ」の問題について、滋賀の教育方針
を確認しなければなりません。滋賀の未来のために今、大人がとる
べき行動と、子どもたちに伝えなければならない事をしっかり考え
なければなりません。

●終戦記念日に寄せて●
　８月１５日は、平和の大切さとご先祖様への感謝の気持ちを表す日です。
　今年３月、滋賀県平和祈念館が東近江市に完成し、竣工記念式典には私
も参加させていただきました。この式典での「君が代」斉唱は、嘉田知事の
意向により実施されませんでした。いったいいつまで「日の丸・君が代」を戦
犯扱いするのでしょうか！？
　私は、国民の連帯を象徴する「国旗・国歌」が、自然な形でみんなに大切に
される時代になって欲しいと願っています。
　また、今日はお盆ですので家族揃ってお墓参りに出かけたいと思います。

　私の地元、志津学区・青地町出身の我孫子智美選手が、陸上・女子棒
高跳びの種目でロンドンオリンピックに出場されました。私は地元である
ことから「後援会長」を拝命し、後方より我孫子選手の活躍を支援させて
いただきました。
　８月４日には、志津小学校に集まり、子どもたちと一緒に必勝のうちわ
と日の丸を片手にテレビ観戦させていただきました。次回のリオ五輪で
も活躍されることを期待します。引き続き皆様には、ご声援よろしくお願
い致します。

自由民主党滋賀県議会議員団では、政務調査会（毎年８名程度）を設置し、
毎週会議を開催し下記内容について協議等を行っています。

◎県執行部との協議
定例議会毎に県執行部の案件(事業・条例・予算)を審議し、可否の方向性を決定します。
◎代表質問の作成
定例議会毎に県政の山積する諸課題について知事をはじめ執行部に質問します。
◎予算編成への対応
年末から年明けにかけて審議が行われる来年度の滋賀県予算案について、地域や経済界・団体等
の意見・要望を拝聴し、予算に反映させるため自由民主党としての要望を作成・協議します。

◎各諸課題への調査・提言
県の抱える課題解決のため先進都道府県・施設現地等に出向き独自に調査し滋賀県政へ提言し
ます。また、国への要望活動も行っています。

政務調査会の仕事

「放射線」を正しく理解することが、
政治家の使命だと感じています。

　非常に残念なことですが、福島の原発事故により、国民
に大きな不安が広がっています。
　元来、放射線とは、自然界に存在し、私たちは普通の生

活で、いつも放射線を受けています。普通の食べ物にも放射線が含
まれ、人間も体から放射能を出しています。
　問題は、「量」と「浴び方」です。場合によっては人体に即座に悪影
響をおよぼしたり、すぐに影響がなくても長時間浴び続けることで、
ガン発症のリスクが高まる場合もあります。
　私は、政治家として正しい判断をするために、放射線を正しく理解
する責任があると感じています。いたずらに放射線を恐れ、すべてを
直ちに否定するのではなく、科学的な事実に基づいて、しっかりとし
た安全基準を策定されるべきです。そして、厳格な管理の下で、真に
安心して暮らせる国土の実現を求めてまいります。

地元草津市青地町出身　
我孫子智美選手＜陸上・女子棒高跳び＞
ロンドンオリンピック出場

「いじめ」をなくすために
私の出来うることを実行します！

　今年度、私は党の政調会長に任命されました。
　いままで初当選以来欠かす事無く、議会での質問を行ってまいりま
したが、政調会長の立場として、党全体の最終的な意見の集約を行わ
なければなりませんので、私自身が質問の場に立つ機会が少なくなり
ます。立場が変わっても、思いは今までと同じです。県民の皆様のため
に、優先的に議論すべき課題をしっかりと挙げ、責任のある職責を全う
する所存です。
　政調会では８月後半だけでも県内１6箇所において郡市別政調を行
い、各首長など計１３市・３郡を代表する方々から県政に関する要望を
お聞きいたします。厳しい暑さに負けないよう、しっかりがんばりたい
と思います！
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